












































いう主張がある(Goold and Campbell， 2002， p. 131) 0 シナジーを確実に創造する
には， そのためのマネジメントプロセスが求められるo 1つの提案に， アイゼ
ンハートとガルニック(2000， p. 92)が提唱する共進化(coevolving)という概念

















































る(伊藤， 2007)。 ここでアネルギーとは， 企業戦略で取り扱うべき企業価値の
致損のことを言う。 従来， 企業価値の創造に目を向けすぎたために， 企業価値
の段損に目を向けることはBSC研究では消極的であった。 このアネルギーに







and Norton， 2008， p. 54)。 また事業戦略のなかでは， アネルギーを抑制するもの
として， 内部プロセスの視点の規制と社会の戦略テーマを提案している




























出典: Kaplan and Norton (2004)
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点とは， 財務の視点， 顧客の視点， 内部プロセスの視点， 学習と成長の視点、で
ある。 財務の視点は， 株主や金融機関に対して究極的な戦略目標を設定するた
めに， この視点が設定される。 顧客の視点は， 顧客や社会に対して価値提案を
提供するために， この視点が設定されるD 内部プロセスの視点は， 顧客への価
値提案を達成するには内部プロセスをどのように構築しなければならないかを






品， 価格， サービス， 顧客との関係， およびイメージの独自の組み合わせを示
すことである。 このような組み合わせには， 少なくとも4つが考えられるO 第
1は， 安定した品質で， タイムリーに， 低価格で， 製品やサービスを提供する











































財務の利益とRON 視点 収益惟 収益増人       
収溢増人機体の減少 xｴﾈ,ﾈﾋ淫ﾒ    



























































































5，000億円， 営業利益2，500億円， 営業利益率10%， ROE 12. 5%， 配当性向
30%とすべて財務数値であるD
中期事業計画は， 年度 の事業計画， 戦略的目標管理制度 ， JQAセルフアセ
スメントに落とし込まれる。 事業計画は中期経営計画の財務目標を達成するた













































(以下， シャープと呼ぶ)があるO シャープは， 1いたずらに規模のみを追わず
…jからはじまるミッションの下で， 1誠意と創意」というコアバリュー
と， 1 2010年 地球温暖化負荷ゼロ企業の実現」というビジョンを掲げてい
る。 2003年にBSCを導入したシャープでは， 全社レベルの経営基本方針およ
び中期計画にしたがって， 第1階層として， 本部レベルのBSCを構築するD
本部には， 機能本部， 営業本部， 事業本部がある。 機能本部は， 経理， 人事な
ど， 13の本社スタッフ組織， それに研究開発に関係した7つの組織からな
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る。 また， 社会・環境の戦略テーマは企業価値の低下防止を扱うため， 内部プ
ロセスには価値段損回避プロセスの戦略目標が設定されるD これらの内部プロ
セスを下支えするために学習と成長の視点として， 人材， 組織文化， 経営情報
インフラとITの戦略目標が設定されているo
企業戦略の戦略マップを構築する前に， 部門の戦略マップが構築されるO リ





ている点が， 三菱東京UF]の大きな特徴であるD つまり， 本社による事業戦
略の統合と企業戦略の落とし込みは， 戦略的計画を担当する企画グループが調
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